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〔研究論文)

大村はまの年間カリキュラムに位置づく入門期古典学習指導

1 .問題的所在

高校生の7割以上が古文を好きだと思っていない

という「平成14年度高等学技教育課程実施状況龍

査J1国語 1 (31，717名)の調査結果は当時大きま

反響をよんだ5 この影響もあって，中学校での古典

指導は， r古典嫌いjを生乙させをいように，古典

に対する学習者の輿味，関心を高め，古典に親しむ

態度を育成することが肝要だとされている九

筆者が平成21年iこ穂島県内の中学生1，342名に実

施した「古文学習に関するアンケート J3では，中

学校 1年生 (465名)の37.5%が古典の授業が「評

き，やや妊きjと毘答した。高校生ほどではないが，

古典の授業が本格的に拾まる中学 1年生の段措で6

割以上の学習者が古典の授業を好んではいない。

先の筆者の爵査によると 中学 l年生が古典の授

業を嫌う理由の中には， r古典やっても今に関係者

いと患うからJi今は今の言葉で話したり書いた号

するので昔のことばは必要ないと患うからJという

ものもあるc 古典学習入門期においてすでに，古典

を学ぶことの必要性や意味を実感できず古典を学ぶ

こと自体に疑問を捨いている学習者も少なからず存

在している口変化が激しく情報量の多い現代社会を

生き抜かなければならない学習者にとって，現代日

本語や英語を学ぶ必要性はすんなち納惇できても，

吉典を学ぶ意義を穫鑑的に見出しにくいのはある意

味では首肯されることであるc

新学晋指導要領では，小中高ともに， (伝統的な

言語文化と国語の持質に関する事項)が新設された。

吉典指導は「読むことjの領域だけでなく 7話すこ

と・開くことjや f書くことj領域との関達指導も

可能となった。その一方で、，新指導要領における中

学校の古典指導に配当される授業時数は，これまで

と再誌に年間 10~20時開が想定されるている七古
典の指導辻これまでは年間のある時期に集中的に行

われることが多かった。それに対して， r古典嫌いJ
を解摘し「古典に親しむjを実現するためには，年

坂東智子

関を通じてバランスよく指導するべきではないかと

いう提案もなされている 55

古典を学ぶ楽しさを学習の通経で自ら発見し学

習者が古典学習の意味や必要性を実感するために

詰， i古典に親しむJと同時にこと立の力に培い，

告の国語学習と有機的に連関した古典学習指導が年

間指導計画の中に設置づけられる必要がある。

2.本稿の昌酷

単元 íó典の~かに見つけた子ども J (昭54戸は，

大村はまが合職最後の年に中学 1年主を対象として

行った古典学習指導である。大村はまは， r昭和54

年は国際児童年で、あったので f知ろう 世界の子ど

もたちを』という単元の学習を秋に予定し，春卒早

からその学習資料を集めていた。それでよく『子ど

もの生活』が話題になることがあった。(中路)私

は，古典のなかに，もっと子どもを克つけて『古典

のなかの子どもjという言典の学習を長関しようと

考えついた。J7と，本単元の構想経韓を語るc 学習

者の興味ー関心をもとに単元が構想され， r子ども

の生活」というテーマでf患の匡語学費と連関した古

典学習指導であったむ

大村はまは後年，本単元の学習について「もうそ

れは f義しむJということが巨諜だったことを忘れ

るぐらい，港けこんでいたと患いますoJ8と述べて

いる。しかし本単元の学習者も初めから古典の世

界に溶けこんでいたわけではない。学習記録9~こは，

f何といっても，おもしろくて 疲れてむというの

は，古典の学習でした。(中略)いろいろな作品を

読んでいくうちに，疲れてしまいましたc 何だか意

味がつかみにくかったからです9 それで家で荷巨か

読んでみると少しずつ意味がわかってきておもしろ

くなりますむJlOといった記述が克られる。いかに

も難しそう会古典が「わかる」ということは中学生

としてりブライドをくすぐる。初めiまわからごとくて

もそのうちに「わかるようになるはずjと考えられ
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れLf，難しさはむしろ学習意欲を生む契機ともなる。

「難しくてわからをしづけれども，繰ち返し読んで、

みようと学習者が自発的に考え，それを行う必然性

の為る古典学習であったといえよう c その学習方法

は民読や話し合い，発表会といった 4月から繰り返

し行われているものであった。一方， f事注テキスト

が作成され，題写や視写といった学習活動は古典単

元独自のものである。これらを具体的に明ちかにす

ることで雲現在の中学生の「古典嫌いjを解治Fする

手掛かりを持たい。

先行研究11では， r知ろう 世界め子どもたちをJ

と本単元との関連辻指携されている。しかし，本単

元を年間カワキュラムの観点かち考察した論考は管

見の張り見出せていない。

表1 1年B組(詔54年)国語科年間カリキュラム

時間 月箆

1 I 4/12 
2 I 4/16 
3 I 4/17 
4 I 4118 
5 I 4119 

自室
止比企重

担主
17 5/12 
18 5/14 
19 5/15 

:l;;日
22 5/22 
23 5/23 

24 5/24 

25 I 5/26 

以上のことから，本稿では，大村はまの指導記録

と学習者の学習記銭をもとに昭和54年度 1年生の国

語年間カワキユラムを議元し，それを考察すること

によ与，中学校入門期の吉典学習指導を成功させる

ための年開カリキュラムの条件を明らかにする。

3. 石JlI台中 1年B組(暗54)冨語年間カリキュラム

昭和54年11月22Bに持100名の参観者を通え，第

8回実践発表会が石Jil台中学校盟書館で関寵さ才し

た。授業を担当したのは 1年B組である。そこで，

当ヨ期読発表をした 2名の学習記録 (2・3学期各

l冊ずつ)と E組 l学期の4母の学習記議，および、

大村はま作成の毘語教室通信を資料として，年間の

国語学習環Eを課査し一覧表(表 1) を作成した号

学習記錘が全ての国語学習
の基本であり基盤である
学習記録の書き方の説明

プレ学習 本格的な単元の学習の前iこf読むJ
と f朗読と発表j が行われた

*授業開きでは，大村はまが学習記録の書き
方の説明を行い，学習者は f撞く」から学
習を始めている

*導入では， r聞く」→「読むj →「話すi→
f書く」の額で学習活動が行われている

* r書く」は学習記録を書くことである

基本単元構造

一趨蕗蕗ー
套お翠喜吉

雷語教室通信と読書生
活の記録の書き方の説
明

学んだ学習方法で
グループロ学習と髄入学習
ー噛揺率一

|発表会〔実の場〉での学審
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冨語発表会の続き
国語発表会は 6/2'"'-'6/25まで 6時間に
わたって行われた
発表会の進め方は大村はま作成の手引き

リントにより示された
開会のことぼや照会のこと誌の具体例と
それを言う声の調子主どが書かれた詳結
な手引きである

学習記長表のまとめ
喜次の作り方などを大村はまの手引き
プリントによって学びながら作業を進
めている
学習記録のまとめの作業は，授業時間
中に行われたものと推察される

1学期の務わりには「暑中見舞いj を書く
学習が行われている
2学期の最初は毛筆書写線習が行われ
集中力に欠けやすい持期の学習活動のくふう
がなされている

N 単元「表現くらべJ

置はNの準錆学習
Nの学習記録には

容詞・彩容動詞
といった品詞名が
頻出している

構図)11花火大会の新開記事を学習材と
する
学習材は変わっても
学習の進め方→発表会の準備と績習→
発表会→学習記録のまとめ
という学習方法，単元の構造は
1学期の菌語発表会と閉じ

2学期の半ばになって初めて
本格的な吉己表現としての「書く J活動
作文{意見文や創作文)学習が行われる

古典単元も基本的な単元構造は同じ

単元前半iこ古典学習ならではの手立て
傍注テキストを見ながら大村はまの
朗読を関く，朗読テープを開く，
グループ分けのための朝読テスト企ど

「ひばりの子j の学習がモデルに

暗唱詰所を決める J_j r z 

朗読台本を作る i関 i操り返し読むi
現代のことばに直す i司自 z 

解説する内容を決める I • 

単元後半は発表会(これまでの単元と同じ)

学習者は能のグループの発表を聞き
暗唱酋所をワークシート;こベンで聴写する
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古典学習独自のものとしては
-短い一宝石の嘉文培唱
-担当作品，暗唱部分の解説
・発表者は操り返し暗唱をし続ける
・開き手は，培唱部分をペンで書く

文語の文章の調子会~~快い雰醤気を作る
発表担当グルーフ。以外の生徒も
覚えるともなく 2 ある謹度そらんじる

も宜は
生活場語に
あったことば
の学習
これはVI吉典
単元でも行われ
ている

理単元「漫画について考えるj

新しい学習方法としてアンケート
課査とその集計，整理が有われた

統計を根拠に考えたことを
話し合う，話し合う内容をもたせる

3学期の単元の特徴
意見を「書く」学習が敢り入れられている

話し合い，発表といった
学警活動は年開を通じて
繰り返し行われてている

る

龍
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い

を

て

て
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れ

対

か
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に
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書
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に
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を
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に
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で
考
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い
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た
す
読
す
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を
対

書
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文
に

f
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を
内
を
意
そ

え
く
晃
の
て

考
書
意
地
い
る

区単元「知ろう世界の子供たちをj
roo際児童年j であったため， 4丹から
学習者は資料集めを行っていた
基本的な単元構造は
一学期の 1 r霞語発表会j と同じ
資料の整理と資料を用いて f欝べるj とい
う学習活動が新たに取り入れられている

を'欝
ら
活

が
習

な
学

し
い

と
し

本
新

基
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を
し

法
適
る

方
に
い
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4賓古典学習iま年間カ 1)キュラムにどう金量づくか

4.1. 学習記録と年間カリキュラム表の考察

前掲表1の1年B組匡語年間カリキュラムと B組

学習記録から，古典学習が年間カワキュラムにどう

位置づくのかに関して次の10項目を見出したG

(1) 学習記誌を書くことが，古典学習に隈らず全て

の医語学習の或立基盤となっているc

学習記隷は毎時間の授業記録や感想、を書くこと

に単元や学期の終わりにまとめる作業が行われる。

42~46時需自 .88持間弓， 121 ~ 122時間日をど，年

間を通じて指導され学習者は個々に学習記録を作

成しているむ学習記録を書くことは，学習者自身が

学びを振ち返ち，何を学んだか，その中で侍を感じ

考えたか，出来るようになったことは何かなど，学

びの成果と残された課題を明確にしていく造程でも

ある。大村はまは じ心の中を宇で書けることは国

語の一番の力jと訴々に話していることが学習記銭

に記述されている。学習記録を書くことそのものが，

書く力，認識力や思考力，こと誌の力，国語の力を

伸ばすものであった可能性が高い。

(2) 4 月 ~5 月にかけて 菌語学習の方法を学習し

ながら学び，身にfすける学習や入門単元が仔われた。

4 見 ~5 月にかけて 学習記諒の書き方・読書生

活記録の書き方・菌語教室通信についての了寧な説

明がなされている。 1r国語発表会J(18 ~ 41時間

百)は入門単元であち，国語学曹の方法を学習しな

がら学び，身に骨ける単元である。朗読の仕方やグ

ループでの話し合いの仕方，発表会の内容と進め方

が大村はまの詳細な手引きプリントによって示され

ている。学晋者は実際にグループに分かれ，民読発

表会の準需をしながら費話し合いの社方や朗読のく

ふう，発表会の進め方を学んでいくむその総復習と

して10グループによる朗読発表会が関かれたむ

(3) グループ活動，話し合い，発表会比大村はま

単元学習の基本であち 年間を通して繰号返し行わ

れた。*以下の o内の数字は授業持関数

1 r国語発表会J(18 ~ 41) ， N r表現比べJ(67 

~88) や延「古典のなかに見つけた子ども J (93~ 120) 

でも行われている。学期が進み 学習材は変化しで

も，学習方法のベースは変わっていない。後揚資粍

1の学習者A12 rこの前と同じようにJ(波綾部)

はこのことを訴している口

学習者Aは最初は号古典学習に対して清撞的で

為った。しかし②傍注テキストを用いて繰ち返し

資料1 学習者A 学習記鎮のあとがきの一部

古典。それは荷か。先生から緑色の表紙のずっしり

とした，本を配られた持，①私はその本を読むとい

うことがあまり好のま主かった。古典というものは

難しい昔の物語であると聞かされていたのだ。そん

なに難しいものをやるのかしら。そのように考えな

がらバラバラとページをめきうって見たc 一番最初i

にめくれたのは「徒黙草j であった。②読んでみる i

と，文章の右iこは現代文幸左は昔の文とまあ本当に

だれでも読めるすばらしい本であった。ずっと読ん

でいってく号返しくり返し読んで行く内にどんどん

意味が分かっていき楽しくなって行った。又，ふぷ

暮ヰ属品IIふ瑳に分かれて諌習していった。(中

略)この自は百人ものお客様がいらっしゃって老ょた

ちの発表をお晃になった。心のひびきは高くなって

いて，となりの人にまで龍こえるぐらい大きかった。 i

しかし私たちは決してこのことがいやだったとは患i

わない。③暗唱もちつば;こ言えた。朗読も大きな声

でハッキリできた。これはみんなこのお客様のおか

iずであると患う。@いちいちそんな古典の意味よ号

も，その中に出てくる子洪を調べることによってや

る気がおき，そしてこのようなりつは。な発表が出来

たのだろう。(丸数字，下掠は引用者による)

読むことによって意味が分かるようになり学習が楽

しくなっている。窃一学期から宥っている「朗読j

学習の或果であるa 告学習方法とテーマにより学習

意欲が護き成果が持られたことが自覚されている。

(4) 大単元の需に必ずfことiむの学習が行われる。

五「ことばを知ろう J(30 ~ 34)， m rことばのき

まちJ(61~66). VII rこのことばこそJ(123 ~ 128) 0 

EはN r表現くらべjの準額学習である。

出昭和54年は国際児童年であち，年間の学習テー

マとして f子どもの生活jが設定されていた。

N r古典のなかに見つけたこどもJ.理「翼画に

ついて考えるJ， IX r知ろう 世界の子供たちjな

どである。学習者は，年度初めから「子供の生活j

についての資料を奴集しており，身近な存在の子供

を扱った古典教材は 年間の国語学習テーマと関連

した学習者の興味関心を喚起するものであった5

(6) 吉呉単元の単元構造は， 1 r国語発表会J(18 

~41)， N r表現比べJ(67 ~88) と類桜している D

単元講造がそれまでの学習単元と類鉱しているこ

と学習方法が既習のものであることは，初めての

吉典学習であっても学習者に安心感を与えるむ
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(7) 古典単元猿自の手立てが単元首半になされ，単

元議半の発表会学習は既習のものであった口

テキストの工夫(大村はまが傍注テキストを作

成)，指導者の朗読から学習を始める，原文の暗唱，

ワークシートの作成提写聴写書写学習を取り入

れる会どの古典単元強自の手立てがなされている号

制古典単元は，年陪テーマと学習方法の両面で年

間カリキュラムに柱震づけられている G

(9 ) 自己表現としての「書く j学習，つまり作文は，

2学期から始められたむ

「開く・話す・読むjと「記録を書く Jから始め

て， 2学期から自己表現としての， v r書く J(89 

~ 92)，理 f漫麗について考えるJ(129 ~ 155) 0 

(10) 古典学習に思ちず全ての匡語学習が言語生活

教育の場となっているむ

4.2. 言語生活教曹の場としての吉典学習

N I表現くらべjでは，花火に関する 4社の新関

記事を学奮材として「光の乱舞jと「売の南J，r上
空に咲く大輪Jと f巨大輪jでは受ける感じがどう

異なるかを比べたり， I華やかj と f華麗」の比較

を行っている。後揚資料2は，学習者A r表現くら

べのまとめjの記録の一部である c

資粍2 学審者A 学習記諒 f表現くらべjの一部

二. r華麗を比べてj

朝詔……華麗 毎 E……立)11なども華やかに

読売・ 5 • • • ~遠い再調大花火の華やかさ

東京……ことしもまた華麗に七色のにじがかかった

上華麗の「麗j とは「うるわしいJとしづ意味が

あり，又， r華j は「花j と同じ意味であるが「華j

の方が美しい惑じがょせられる。朝日の f華彊」と

東京の f華麗j は同じ字であり同じ意味でもある。

しかし，朝日のようにただ「華麓j よりも東京のよ

うに文の中に「華麗j ということばが含まれるとと

ても打ちあげられた花火が花のように美しい。それ

に東京の f華麗に七色のにたのように「七色のに

じj を「華麗」ということばよちよく「きれいな花

火j を表している。{後賂)

資料2の記述は，語葉を豊かにすることだけでな

くこと誌の感覚を磨き，被妙なニュアンスの違いを

話し合い言語fとすることによって読解力や表現力を

高めるという学習を推察させるものである。

古典学習でも大村はまは 「かわいい」と「いじ

らしいJrあいらしいJIけなげなjの語の用いられ

方に養呂させ，意味の違いやどの語がぴったりとし

た表現かを考えさせ 日本語の説椙さや美しさに呂

を向けさせているむ学習者Aの古典単元の学習記録

に次のような記述がある。

資料3 学習者A 学習記録{宇治拾遺物語jの一部

見かいもちするに空寝したること/ 点がうってな

い所で切っていたので気を付けた方がいい。又，も

う少し大きtt.声で期読した方がいいと患う。ここに

出てくる子畏を九、じらしいj といい，民本語の最

も美しいことばである。大変いじらしい気持ちであ

る。/ 田舎克義散とて泣事 /ここに出てくる子棋

は「いとおししリという。 九1じらしい」も「し、と

おしいj も起のこと廷には代えら札ない美しい日本

語だ。

酉尾実は， r読むことー書くことにおける，ひと

つの語匂の学習にあたっても，それは抽象さ才した一

語句ではなく，言語生活そのものとしての一語匂と

して学習されなくてはなちませんし話すこと・開

くことにおける，ひとつの語音にしても，それは，

抽象した語音としてでiまなく，島くまで，全文の語

調・語勢の為らわれとして，さらにいえ立，言語生

活そのものとしての文体・文意を握っている語音と

して，話 L.開かなくてiまなワませんむJ13と述べ

るむ古典学習における語棄の学習も，宇治拾遺物語

の f見かいもちするに空寝したることjで辻[いじ

らしいJを， I田舎克桜散とて泣事jで辻 fいとお

しいjを学び， I埼玉わいいJの一語で辻表現でき会

い子棋の姿をことばによって捉え，結やか7j:認識の

網を獲得する場と会っている。ここでは，古典だと

いうことを忘れるぐらい いまの友だちの逸話を開

くような気持ちで「いじらしいJゃ fいとおしいj

の語が場面に部して学iまれている。古典学習として

独立した学習ではあるが現宍語の語葉学習の場とも

なっている。学習者の生活に根付く，言語生活を豊

かにすることばの学習が行われている D

大村はまは， rことばはたった一つですけれども，

ほんとうにわかったというときには，本はたしかに

心がそれだ、け太ってくるしまた，おお叩さな言い

方をすれば，人生の一部がほんとうにわかっていく

のではないだろうかと思います。J14と述べるむ

お餅ができるのを待っていたようで，呼ばれても

すぐには返事ができずにいる気の弱い子どもを， rい
じらしいJということばで捉えることによって，そ

の子どもの気持ちが自分のことのようにわかると同

時に fいじらしいjを生きたことばとして学び，
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古典作品はことばを媒介として学習者の現在と血の

通った繋が与のあるものとなるむ「ことばは人間を

開いてみせる窓J15という大村詰まの言語観は，古

典学習においても貫かれ具体化されている。

4胴 3. 入門期言典学習指導の実際

中学 1年の古典学曹入門期において本単元の学習

がまぜ或立したのかを以下に考察する。

(1) 傍注テキスト作成と大村はまの朗読

大村はまは， rテキストは， ~まかのものと同じ考

え方，同じ方法で作成したが，ただ，今度泣表記を，

迷いつつ，なやみつつ，現代表記にしたoJ16と記

す。言語抵抗を軽減し意味のよくわかる，中学 l年

生の吉典授業としての工夫がなされている。単元導

入時の朗読は普注テキストを用い大村はま自身が行

う。悪文をゆるやかに読み罷かせると，右慌の書き

入れが本文といっしょに学習者の自に入り，原文の

調子を耳で聞きながら意味泣口語で受けとめ，古典

にじかに触れることができるという，考えぬかれた

手だてとしての傍注テキストと朗読である。

(2) 学習者全てが取り組める学習課題の設定

本単元の学習の実際についての全集の記述は撞め

て少ないc以下が学習についての説明の全文である。

学習の実際は，覇読が主であるが，次の二つの作業

を加えた。/(1)暗唱 それぞれの担当の中の短い

一節を取り上げ，暗唱する。 /(2)暗唱の発表 朗

読の発表のあと，その暗唱部分について短い解説を

して，暗唱をする。/聞き手は，その暗唱の部分を

f朗読のあとのひとときiに，ベンできれいに書く。

提当グループは，みんなの書くあいだ，諌り返し，

暗唱しつづける。文語の文章の調子が，一つの快い

雰覇気をつくる中で，担当グループ以外の生徒も，

覚えるともなく，ある程度そらんじていくようであ

った。 17(下繰は引用者による)

暗唱は担当箇薪の短い一節であ札学習者に大き

な負担を掛けてはいない。「朗読の毒とのひとときj

にベンで靖唱部分を書くことは全ての学習者が負担

なく取り組める活動であるむグループに分かれて作

品を担当しているため，イ邑のグループの培唱や暗唱

部分についての解説を開くのを学習者は楽しみにし

ていたと推察される。発表担当の作品は，暗唱部分

の短いー舗を決定するために さらに詔読の仕方を

工夫したちその部分の解説をするために繰り返し

読むことが必黙を持って行われたと考えられる。

(3) 熱中できる古典学警の成立

98時間巨の「今日の惑想U~こ学習者Aは， r今の

現代文に直す持に どのようにしたら，調子がよく

て感じがいいかを考えていたちすぐにチャイムが

鳴ってしまったoJと記している。ただ，現代文に

査すのではなく，票作の味わいや調子を生かすこと

を自発的に行っておち学習者は古典学習に熱中して

いる。さらに，聞き手を意識した現代語訳は西尾実

のいう言語生活そのものの学習であるむ

(4) 古典学習の方法は読習の学習方法であった

99時鶴自で学習者は朗読のための手引きを作成し

ているむこれは， 20・21時間呂で行われた学習と学

習材は違っても閉じ学習である。 104持関呂には研

究授業が行われた。 106~ 120時陪自はグループ発表

である。言典単元でな朗読や話し合い，発表が行

われ，既習の学習方法が生かされている 5

5. 結議と今後の課題

大村はまは，中学1年の国語学習入門期において，

学習記録の書き方をはじめ，話し合いの在方，発表

会の進め方といった学習方法を学ばせる学習を丹念

に行っている。その後 それらの学習方法を用いた

学習経験を積ませ 単元が襲わる度に学習記録をま

とめるという作業をさせて 学びの過軽と或果を言

語北し握り返ちせている D 持を昌標としてどう学ん

だのか，学ぶ過程で荷を感じ考えたのかを学習者は

学習記録を書くことで再認識している。この作業に

よって，学習者辻これまでの小さな成功体験の積み

重ねを白覚し，新しい学習への期待と自告を抱いて

いる 011 月~ 12月にかけての古典単元でも，学習方

法は変わらず， 4月から準情され経験を重ねたもの

であった。古典の朗読も， 5月の[ひば号の子jの

朗読学習がモデル学習とな1)，朗読のくふうについ

ての話し合いがグループごとに行われているむこう

した既習事項やこれまでに習得した学習方法が古典

での学習を支えているc 古典単元は学習方法とテー

マの両面で年間カリキュラムに位置づけられたもの

であった。

本稿での考察により，中学校入丹賠の古典学習指

導を成功させる年間カリキュラムの条件として以下

の§点が暁らかになったc

(1) 国語学習の方法を学習しながら学び:身に付け

る学習が学年蛤めに行むれること。

(2) 学習の記録をつけること G

(3) グループ活動，話し合い，発表会といった学習
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活動が年間を通して操乃返し行われること G

(4) どの単元でも「こと lむを意識した学習が行わ

nること c

(5) 吉典単元での学習方法はこれまでの国語学習で

既習のものを基本にし 全ての学習者が無理なく

取号組める学習活動を中核に置くこと G

(6) 1患の国語学習と関連し 学習者が輿味・関心を

もつ古典単元のテーマ設定がなされることむ

特に入門期の古典学習指導は地的国語学習との連

関をはか札古典学習と現1-t文学習との垣根を母く

する工夫が必要である。

古典学習そのものを成功させるためには，学習記

録の形態をワークシート会どで工夫する，テーマの

設定や教材(テキスト)準情;ごついて辻教科書と捕

助教材を適切に利用するなどして，指導者の負提が

重くごとりすぎないようにすることも大切である。

中学2・3年生の古典学習指導を年間カリキュラ

ムにどう位量づけるか，古典単元のテーマとしてど

のようなものが相応しいかについての考察は今後の

課題としたいc

〔注〕

1 平成14年11丹12Bに国立教育政策研究所が実撞

した調査である。以下のHPによった。 (http://ww

w.nier.go.jp/kai註剖suf主atei_h14/index.htm)

f平成14年夏教育課程実撞状況調査(高等学校)

ペーパーテスト調査集計結果及び費問紙調査集計

結果J(自立教育政策研究所教育課程研究セン

ター)， 2004， pp.81-85 

2 河野講介 (2008)編著 F中学校新学習指導要領

の展開国語勢編i明治図書， p.28 

3 筆者が穂島県内の 3 つの中学校で 1~3 年生

1，342名を対象に行ったアンケート調査の結果に

よる。 rあなたは古典(たとえば竹取物語や故事

成語や論語会ど〉の授業は好きですかJ という

質問に対して，中学 1年465名の12%が fそう思

う (女子き)J， 25.5%会宝「どちらかといえばそう思

うJと間苓したむ「どちらともいえないjは27.9

%， rどちらかといえばそう患わないjは19.5%，

fそう思わないjは14.8%であったD

4 2 ~こ同じ， p.162 

5 笹平みどり (2009)r三つの言語活動を柱とし

たカリキュラム作りJr実践国語教育研究J1No.292

〈特集:缶統的金言語文化と国語の持質の指導)， 

明治図書， pp.23-26 

6 大村はまが昭和国年 11 耳~ 12月にかけて石JIi台

中学校1年生を対象に行った実践であるc 大村iま

ま (1983)r大村はま国語教室第3巻古典に

親しませる学習指導i筑豊愛書房.pp215-294 

7 6に陪じ， pp. 215-216 

8 大村はま (1銘3)rさまざまのくふう 大村は

まの国語教室2j/J，学藷， p.121 

9 鳴門教育大学密書舘大村はま文意には2060器の

学習記録が所蔑されている。学習記誌は学習者が

自分の学びを記録し テストや作文，書写作品や

記者物，文集などを学習を振り返りながら整理し

j字文や呂次，あとがきを付記して一冊にまとめた

ものである。本単元で辻7冊残されているc

10 鳴門教育大学園書語学習記録番号5412B14

11 本単元の先行研究にiえ以下の 5論考があるむ

①野地潤家「解説J(大村はま『大村はま国語教

室 3j筑壁書提 1983)②望月敬幸『中学校に

おける古典指導の研究i鳴門教育大学大学設修士

論文， 1993G号往々木勝司 f中学校における古典指

導の研究 I JI鳴門教育大学大学説穆士論文， 1994 

5む石害正賢「大村はま国語教室における古典学習

指導の研究一単元『古典のなかに見つけた子ども」

を中心に-J(u月刊毘語教育研究j371号， 日本

国語教育学会， 2003)⑤護辺春美「戦後における

中学校古典学習指導の考究一昭和50年代の大村辻

ま氏の古典学習指導力場合-Jcn沖縄国襟大学百

本語吾本文学研究JI 11巻第2号，沖縄爵誇大学日

本語日本文学会， 2007)望月は国際児童年に関連

させた単元 f知ろう世界の子どもたちをjと本単

元の学警によって「現在 日本に生きる自分の姿

が相対化されて映し出されるjと大村はまが発想

したことに本単元の特教を見出しているむ

12 鳴門教育大学園書鎧学習記謡番号5412B40

13 西尾実「国語教育の問題点J(講漬記議)r国語

通信i第37号，筑摩書房， 1951 cr茜尾実菌語教

育全集第7巻』教青出法， pp‘360-361， 1975) 

14 大村はま (1981)r大村はまの国語教室ーこと

ばを豊かに』小学鎧， pp. 196-197 

15 14に同じ， p.197 

16 6に向己， p.216 

17 6に同じ， p.217 

(兵庫教育大学連合大学読〉
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